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　目的染色書では. ‐Itsに染色の目安として、浚色。中色および膚色に対して。使用す
べき染糾濃度や助剤f:などと禾す処方例と記載することが慣例的に行なわれている。しか
し、処方例通り染色した場合、炎＆凝が中色のごとく恩^たり、また、中色湯が濃色遥と
ほとんど区別することが徊飴-といyだことを経験する。これは.疵色物の色漉度区分を使

用する染料量といら物質量に基準を■き、挽覚により認識ざ股る色彊度という感覚量に簒
卒が置かれTいないことに原因するものと思われる。そこで、如
感覚量との鼎系について放討しre.
　方法　十分に麟練濃白した40=ブロード紳布を.色坦の異なるio種類の市販直榛染料で

染料濃度が0.01% Owf からlOXo・f までの日段階で染色し、fの築色物き:視愈こよﾘ皐き
出された色遭度｡複ぴで良i!つして灸料濃度と比較する。

　結集　色適度値G*と巣料遣度[D]の対救値が、濃色から遺色へかけてのほとんどの順域

にあし)て、直綻性があることが認めらAlる。直線の匂配は色相によリ哭なり、Blau.kやし
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Yellovvのような特殊なもの＆衝-yば、B、PBなどの色如こおいて急匂配と、r色廊こ
)てもっとも緩い匂配左もつことがわ於る。このよ引こ疵料により更q:つた直穣左示す

■㎜㎜　　　　　　　　　■　　　　　　－＝たが)．築μ浦嵐と色蘆度の唱係を永した色膚度検±線び＝T5.埓%□)j と各姿斟刎こ未める

必要‘がある．直線の匂配Sから単位色遭度ﾉ倍率臨池吻nti,≒5‘μ求めるとヽ邁姿料の

桑色ヵき爽|用的il場|から比鮫オ|る敏雄|の「つ|として用いることがでさ.まrこ、研〉Q采無蔵

嵐＼ %の栗色粂剛こおtする色達値として痩尤る．


